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図4 シリア

共間研究.

訪問の日的は熱研とIC/¥RDAとの共同研究を提案することにあったc これはHいfllJL'f;!}j だ~J

(研究技術情報主L現研二部長)，符野{!llifi(~上試合 IAlÍ科長， Jh!研究技術的報'1¥)， LD1frUJ 右11

6JFセンター主任研究Tf)がf拍手間して，共同研究の相手機関として迎、IIであると桜?;したことにも

とづき，本'rf6月Koopman副所長米的の際，熱研側より研究Hを派遣する，む!どがあることを
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レベル は守えら才すな¥.¥ c 

I センター ずる なとである

組織{各部門の訪問記): 

十fill1税朗氏 (ICARDAコンサルタント， ，J]CA)の案内で九却を し Jをうけ

以ド巡の111員

1 )盟場作業部 f Diekmanni 

年144量350mmでラ 9月にはこのあたり

ブ。 ljンクラー

ための補助かんがし

でにおわり，

こω説明をきいた

ふる

本センターの

をし， {'I物はほとんとみられない ス

により

業であるといっ U

きると 0)こと G

こまれてL、る、

されるのを!治く

件、 F中
r:工ド

のfi:がテ

jレハジャで石造りの している。国道Ifi っくり，
、与し、
そど~\)

き，全職員がこの きるようにする計出であるといつの丘のドにHF.1)¥i出J也があるc そ

の/ド路を掘削中， ローマ をほりあてたというのを見にゆぐごユーフラテス 111 り

はるはる7)¥をひいてきたあとだと云うし岩石を撞んでコンク 1)ート様の材料でi昂め iこu

であるの管の|えJlfiiは材料が異なる())か陶器のように硬化している U ようにみえ

るこのあたりも，冬の雨季にはや:が絹え，

てきたことがわかる。

れ研修部 (Dr， Prezekop) 

i )集団研修(長期:穀作改良，食用

ロジェクトのコースがある。同時j

びて p ずい分-[iJ~、時代から人!日jの生活が営まれ

草地飼料，玄畜改良， ブァーミングシステムの各ブ

やる。)

u)儲汚IJ研修 (Researchtraining scholar マスターを目ざすもの， Researchtraining・

fellow : Ph Dを口さすもの， Research training associate :学位に関係ないもの， Senior 

research fellow :各国のシニア研究者)

研修生の出身出 シ 1)ア，モロッコ，スーダン，エジプト，チュニジア，ヨルダンが多く，

パキスタン， I卒jイェーメン，アフガニスタン， トルコ，アルジエリアがこれについでいる。

3 )しibrarγ(l¥1r. Dutta) 

庁舎全体が新築rlJで管時様，研究棟共に{反原!の中にあるが，図書室もそれらから離れた別棟、の

中にある。これは石造建築なので将来鳥時などに転用するつもりかと思う。 小さいが関係参考書，

ーは
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5 )食用車作改良部 ¥.Dr.Saxいna)

、

~， 

h 

センターはラ コム ライコムギ唱 ヒヨ メiこdっし、 」 一一ーす
'- /、

メ dentils)，ゾラマメ faba bean.i 
ヴザ弓

も) '- ぐ日
ーヶ

"勺 E

る3 エシ、ブト，スーダン， オピア 円レーブロン/ェグトばソラマ

iねとし.す をあ;ずで l'1る。

ヒヨゴマメ i x iこーコし 3 γ L、 … νュ)を 社奪ミと

している。ヒラマメ i勾むな _{~t のス iこな勺てい允ここから， このあたりでよ;利尽

されていることがうかがえた。また， レス fランでヒラマメをベースト状;こして1I11にぬりつけ

なめらK噌誌の として!l¥されたこと かあった

汁本でクリーンのちのをうでて，あるいはフライドヒーンにして尖べるゾ メカ)， 十イ/~ /え

レーでは示会に近いよう されているとい今こと℃あるc

れ草地飼料作改良部 (D]輸 Cocks)

この地域には い (大@ 〉一休i羽をくりかえ j輪f'i'J:UJと より I+J訟の少なし

地 (marginalland)の2つの農業it:態系がある。これに対Lむして休関心持りに 1ir!t必ずメ科

牧草畑または草地とするプロジェクトと政牧地の牧畜システムの改良を日的とするブロジヰクト

がある。

筆者がみ;年('85) 2月に調査した南オーストラ 1)ア州、iにはメティック{アノレブアルファの

飼料)小麦という非常にすぐれた輪体系が滋之されていて γa1'rnln符S日 tems1n日outh

Australìa" という小冊子にそれが紹介されていたが，そ心~1?( このDr.Cocks♂ごあっ

[i:l]じ冬H~型の地中海性気候とはいえ，冬のほ掘はシ!)アの与がきびしく， I幸jオーストラ 1)ア

メディックは適主でなく，ベッチの王tL エンドウ， レンリソウ lathyrus)の類について検討

しているc 始めファーミングシステム部に属していた牧羊班がこのフロクラム(品)1 に移り‘折

出競朗氏は苧の管fljlおよび制 について コンサルタントと{て躍しておられる

7)穀作改良部 (Dr.SrIvastava! 

どちらかというとhighInput technologyである稲{乍に比べてこの 心')殺iノ11は );:_ iよtr
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デュラムザ、去とハン

られるエンブト処 川ン γ み

11際;立p日アよノマ号 jこアつりかがせきの I~;J

fサタ
kこ会 "-

{こ Jコくられ

1ft ってti1:;ij(二iujJ

もにわらJIズfT1
子
ノ-

イコムギ (Triticalel

のおこは けしたとい このお LιlJI)r. Tahli ノイキスタン (ま の出身

吋字、弓 フロジヱケト 、なしている。ハキスタンのパルチスデンI也んはこのブロジェ

トじっ である

話)国際協力部 (DroSarni EI Selae Ahmad) 

エジブト ろamlrU:National 、archCoordi natorでICAHDAと 0) 

との連絡に、守たっている c その活動の60%はシ 1)アとの

ある。現(lカイ口?チコニジァ;こ ているが，

~O'<ó がその他の[るi 々との i羽係

女モロソコ;こもおく予定であるつ

この説明を出いた後事 mlT司の案内守谷川の機関に s ー
に〆¥ しているれ二業

をはγ:し な人柄でDr.Samirはこのの研究対

のj主絡にヰ!lにあ安な役割そ取しているように九うけられた、

設)コンピューターサービス C¥lr.EI-Bizri)

ワ コンヒューターを十年ちヲ げて手IJnjしているこ端末機は呉研究部

e ぷにあり昭ゾブトウェアとしては i ) 解析 ]j)文献検索 己iJ その他の事

f芸 品o)ワードブロセ 1ゾサ， E:fj ~þlJ 件1 tJどについてrr稀のモジュー jレがあるつ
10)ファーミングシステム部¥Dr. HarrisとDr.PerriぞrJ

この r'~{itニ崩せる研究ブロジェクトには I ) システムー ii)小左中心システム‘

出) 111rm /ステムがあり宮本部以外で実砲しているものにはチコーニジアジ) iv)穀れ一家畜シス

テ人パルチスタンの ，，) r~~;J J由営農システム， Jt尚エジプトの vi)大麦/家畜符農システム

がある c qJ l!iJシステムとはん麦と小麦のfllijシステムにまたがるもので，補助かんがいが問題とな

る。としてはワジタム(地トダム)なとが考えられるc ワジダムはノミ/レミラのように詳のtH

11のような地形の地ドにつくられる J 自然にもオアシスができるような地形を利用し貯水機能を

もたせるのであるc

!:!:j 日立の地域のた主一家奇(千三)システムでは存， 夏干ーは牧野に放され，冬は麦わらを

うえられるに大麦殺粒も飼料となるc 千'iま乳弔チース，内IIJであるし雨量350-600mmの地域に

は小麦1]1心のシステムがあるc たとえば小麦ーヒヨコマメー冬休閑一出品という輪作がある。そ

こでは除 t'l'_，施肥(特{こ 1)ン酸 J，病芹が問題になっている。

11)土壌研究室崎)1'.A. ¥latarJ 

ブ 7 ミングンステム認の はアレッボI1JI勾のOffice1にあるが， 上壌・作物等を分析

する'X験主はテルハジャ}j_:{tiにあり， Dr. ¥Tata1'に気象， 土壌と作物について話を開いたc
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ラタキア港を過ぎ‘外にH¥てしばらく走ったところにあるT七時試験場に立主り， 1rifH 翌朝，

この仲でギ i)氏が新ffの訂年協力隊員に戸をかけてゆくら 海水浴tzbのある街パニヤスを過ぎるし
る。シャ時代のi't船のrll揚げを.j11[hJ しているNHKンルクロード綴影隊が以地に寸る出iiliにも

~'i ノト中巧/，引防げた舶は奈良まで運ぶとのことにはタルトゥスの1JJであう

者達のーー隊であるυ

その

、'js寺のi合計岳部diであったという J バボド1II!lI長から社長!j:したiliのれjJ会いの{江、干/なアルワード向は，

さしてははえのしないIIiと海のj品目のqJに海にのぞむ尾根の上lこは十j':'rf{時代の城跡;がみえる

史が安1]みこまれているわけである古代オリエント時代以;1(の

このあたりレハノン[E]境がIIJIH泊を切断しているのでおi

この 11、 It;~線の地JlI'γ[ドJ必燃料ーは

jiiび海岸山脈をこえてホムスに全る
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えつが がつくられたことを知

ジ)ダマスカス l二戸;ぅ にでるf

ドウ

も右Lliこかこまれたオマ

がある ダマスカス[こ告

あることがわかるc ォー iJ一一プ凶がふる。 [00年以

の本
一一 一一 点

なつえい会

(3) 盟際アフリフヲ家畜センター

Onternational Li¥ぞ詰tockCentre 心r i ILCA、

所在ー

エチーフTピアの民ii!jアディスアべパの 8 km， らllkmの地点{こある。 教I也の西fJllJ

されている と ハイウェイ と， どちらへも車で10分以内に到達出来

ょう

沿革.

1968年フォード，ロックブエラー財i卦によりアフリカの治産を改良するためのセンター

ることが計画され.それがその頃結成されたCGIARに'nき継がれて， 1974年になって， ILCA 
本部をエチオピアにおくこと まった。続いて 1977年にボツワナ，ケニア，マ I}，ナイ

ジェ i}アi改討すとの台意が成立して， 1LC:\ の教~i~i，をそれらの問におくことになったリ 1980年頃ま

でに本部の現在の建物がHl米Lがったc しかし，辛苦の訪問時にも大保存!私宿舎などが増設中

で，現役J 発展しつつある研究センターである。

設立準備会がロンドンにおかれていた事からも察せられるように，建物，庭園その他から受け

る感じはイギリス的である。(最近， ILCAからIrllt 、た印刷物の発信地はイギリスのクロイドン

であっ

組織.

でにILRAD センター， ケニア， ナイ口ビ)が出来ていたのでlLCAは
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LlJ干のほか手L• f!，t 'j二にもiL立がむけられている。IlTAにより始められ允alleycroppin惇

svstemが採用されている 'XfHの[，Ljjl!ijに小{正木を布告付ける己主IHff'物rjJJ心にみると[氏本は

マルチ材(雑草防ilン L士裏表lIlJ保護}としてやl同できるとし，うことであったが. JLCλ 

中心の立場からは，低水が飼料木として利用できることが強調されている。この地帯にはツェ

ツェ蝿によるトリパノゾーマ的がまん延しているが， これについての研究はナイロピにおかれ

ているILCAの家畜生政性・トリパ抵抗性研究クルーブによって謝啓されている(
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とそすこめ，lLCA 

行っているくJ配lf，'し Lまたi)今アフリカとえiアフリカ iニlJjjされている υ

v) コンヒュータ(本部)

!とデータ収支出などに l、1 LCAlijf'先日に対して統計分析ωサービスを白するほか，

と文献資料却にもサービスを提供している。てアドノ¥イスする J このほ

vi )情報サーどス{本部)

アフリカ名凶 3 ・文献科ではCAB と AGHISから特定の工員 ~j について抄録をひろいあげ.

るselectI¥ぞ dissemlDation01' information (SD1) seniceを行っている。1 [，1の研究自
またアフリカ九i五|の 1試験研究機関の公刊されていない、報iiJ-資料“nOllべ・onventional

を収集してマイケロフィルム→マイクロフィシコイヒして関係fjに送る{I事をしてlterature 

いる J

斗マブロシーデマイングス，ニュースレター.研究報231fiJ行科は英"互および仏語で年報，

安らん事を刊行しているリアノレ，

t世間を作;裂している cスライト制結党・ I世lχ!科ではテーフ，

研究会等の組織運?与を仕事としている c 12カけまでの文民
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らないのでヤクシ ぞつくるべく 穴
、

ノ{--. な(すれば1よらぬごと
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ILCA(こri'Jう ;二ヰこる 'tU)nrにふう f lぷ

-々，アし! 二、! 叫 ω 、:

JLCAにおーいご泊三和こ荷物をおいても

レム11の1案内でiLCAの長hそbsl?イ子ずるスライト、

ヴ

令 L ブ

I}カ マイケロフィルムイとしているハアワカ センターとし

ての機能を忠実に りを 治主

ら印刷製本までの している仁市舎にI'rTfると
， ~、司、司、
九はっく二い令〈ノJ

:-
，~ く。稀j事な 2400m}になれないためである r 手荒fjq ゴンヒュータ--J.llをはる ql央

コンビュータ-2t主. 1つは事務ff]， 1つ

各国のま畜研究斉が希望項目を査録しておくと~それに

などに使ってし ιる〆 γフ:j

ヲる

と本文のマイクロブイ 1ソシュ るというサーヒスをしている インブ 1ノトする

つ。

，夫実え五:験2半家七主哲を栄養班のDr.I{(閃?只児edに案[内付してもらうο自弘制{れriJ

素の分解蒸j溜留装置， 1原以子吸光ヲ小型の高速液体ークロマトなど新しい装i苫がそろっているcfiriJ料の

消化率をデタージェント・セルラーゼ法とノレーメン で測定して比較している Dr.Heedか

にもfuJ行してくれる。下で盆trL]imiとしてのnueg(Guizotia キクl+)illrf!'Jの栄

義悩を乳長I'Jと比較している。効来はi'r1jJのう工部分10cm[叫んの ζを;<IJV)取り !lTti~~ をはかつて"手

側iする。牛舎ではテフわらに尿素，そう!ノセス会加えたものと，マメ科乾中を加えたむの

している。 トリパ/ソー γ耐にIfliHt:Jのみる仕米'1と欧州梧とのう己紺メ!• ブィスチュう もし、

る。

畜舎のそばに小貯水池がある Ij)]で竹:ったもので，乾季の友商飲JfJJ)¥..

るということで普及に移すという。

ir/iiftVlJに{史え

花I告に美しい花が映き乱れているので写立を撮ると iを のエフレム 2伎の純(をく

れる o Delphinium. Larkspurと書1¥であるが. rrlljプJ共ヒエンソウの棋である

午後，飼料マメ科{'t'物グループの部長Dr.Tothill'こサハラ以!十jアフリカの忠牧I也市iベうよとtlli
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LF} 
てt¥ること令アブワカ心アロー ア!、、J 、 t

し← クむーパむ〉 オミット る

lL 体1::1にιか:ゃ:j〉ら昔、D1二'I、othill 1 ノ品、
しに¥ヰι 火ii 上

とするvertisol( G. ~ 7. (1 iで舎 7JえはけがJ互いものでフロ時叩ドヘット tる心 7 -/ 

Ij ン慢施日巴 Leucaenaな

エンノ¥クなどを見る。途中で

クローパ制、の払i主Nの みるための

れたとみる間に しゅうi認となり宿舎に心り帰る。

3 H 日，宿舎管理係のミ 1) オン夫人からテブとその粉そそ鵠酵させて洗いたインジェうをちら ~l

守ア
、m る。テブ ち帰った:。

邑 主要産会者リスト

シリア

[アレソポ〕

The International Cぞnterfor 

Dr. 1¥1. A. Nour， Director General 

Dr. P. R Goldsworthy. Deputy Director General (Research' 

Research 1n the Areas I.lCAHDA) 

Dr. G. Jan Koopman， Deputy Director General dnternational 0日)

Dr二SamirEl-Selae Ahmed， National Research Coordinator 

Dr. A. Shuman， Assistant Director Oeneral (Government Liaison) 

ivlr. E. Sayegh. Financial Controller & Treasurer 

Dr. K. EI-Bizri， Di1'ector， Compute1' Services 

D1'. T. Nordblow， Ag1'icultural Economi，ろし Fa1'ming' Systems P1'ogram 

D1'. (Ms.) H. Harris， Soil Water Conservatio!1 SClentist. Farming Systems 

Prog1'am 

Dr. E. Per1'ier. Wate1' l'vlanagement AgTonomist. Fa1'ming SyぉtemsP1'og1'am 

Dr. J. P. S1'ivastava， Program L開 de1'， Cereal Crops Imp1'oyement P1'ogram 

Dr. 1¥1. Tahi1'， Cereal B1'eeder CHigh Altitude)， Ce1'eal C1'opぉ Imp1'ovement

P1'og1'arn 

D1'. l'v1. C. Saxena， P1'og1'arn Leade1' / Ag1'onomist， Food Legume C1'ops 

1rnp1'ovement P1'og1'arn 

D1'. P. Cocks， Program Leader/Pastu1'e Ecologist， Pastu1'e & Fo1'age 1mpr、ovement

P1'ogち1'arn

D1'. Oi1'o O1'ita (折田韓到~). Veterina1'Y Specialist， Pastu1'e & Fo1'age Imp1'ovement 

P1'og1'am 

-42一一



，F.Bιihhad .忌 LlI'母じk 主主n"¥ 色 Pa己turど

I_.cadど仁 Ceneticミピぞお

れに¥J1's，)口氏、kmann，円札ntProt収支 Officer ピrlt'tic 1守山ourc斜

九Ir.S， Duttふ Libγ技 &Dりcurnent設tion， tion (丈 Do仁urnentati心n

1¥is.おおimarski， ence Wγ、

D1二L.IL Head 

1¥1. Hamouieh， i'¥dmmistration Officer， Senices 

Dr. ，]宇 Diekmann，Faγ111 

Visitors 

Ik R. S. Aro. Hange Scientisl， :¥1'id ZりnむHesearch1れはitutc，

(T'el 1 1のns

Pはki汚tan 

CColorado Statξ包

Prof. ~1. B也Owen， lL 。fλJorth¥¥了ale日
1¥1r. J. Woolsto九 IDRCOtta¥¥ふどanada

1公布敏夫，

村本{交一'. fI 

東

斗
刈
ー

コンマサルタント

「夕、マスカス 1

加藤子一幸，特命全権大{主 シiJア凶駐罰

中Lll干城等書記官宅在シ!)ア日

日崎去三日月， チーフカメラマン HK報道局取材セン 7-

エチオピア

{アジスアベパ 1

大!愛市郎，特命全権大fe. エチオピア[寸肩上前

崎原 勇，二等書記， 1主エチオピア日本同大使館

小)11整二 r，u .1-. 
杉本lt忘， ，JlCA専門家. fF.1際協

杉村勝巳，作業長，鈴与株式会社 コンテサターミナル部

lnternational Livestock Cent1'e for Africa ClLCi¥l 

Dr. J. Brumby， Director General 

1¥lr. G. Gryseels， PersonaI Assistant to the Director General 

Dr. J， C Tothill， Head Forage Legume AgTonomy Group 

Dr. J. D. Ileed， Animal Nutritionist， Nutrition LJnit 

Mr二AkliluAskabe， Research Farm Supervisor， Nutrition Unit 
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入lL，]唱むなずklrlョ

¥11'，人balε すぞく11ι えどrcmomisL

Dr. S， J U1.:11， Foraだ仔

¥kト γemBekぞh'，LH1i日on()ff Icer 

¥11'比三1iII iり良心eb1'cab予 Waγdcn

nds 

~\1 L Wubale、S('n101'C;('neral Labourer 

じれit 

三1 ;¥li屯 Li Assista'it 'HむferencむS'1 

Visitors & Visiting Scientists 

D1'. L人 Nnadi， Scientisし Instit llte 01' 

mnw 

Hesearch， Zana， 

エ11'， Jean Di1'('ct(、urGぞnやralde 13 Rechcγchぞ lJ(' et 

ue， Brazza ，'ille，仁ongo
Dr. F. Winroじk[nternationaL Canada 

入手資料主主び参考文献

ICARDA関{系

容 ICARD人 AnnualH..('port 1984 

• ICAI{D人 Annual 198:~ f友両IJCercal (1984) P.71 263 

• ICAI{DA R肝searchH' 1981 

1982 

1983 

参 BetterHaγ¥csts In Drv Areas， lCAHDA'日CerealResea1'ch (198:3 ) 

• Nど九九 Dimcnsion日1'01'Faba Bcan I{esearch and Production in Egypt and Sudan‘ 

A Profilc 01' thc ICAHDA/IFAD Nile Val1ey Project 20pp 

• IIawtin， G. C. et 8.1. 1984. The Nilぞ ValleyProject: A model of coope1'ation 

between international and national p1'og1'a日1Sin 1'esea1'ch and extenlion. 4th 

i¥nnual Fa1'ming Syst目nsHesea1'ch and ExtenおionSymposium. Kansas State 

U niv. 8....10 Oct. 1984 lCA HDA. 14pp 

• Hanest of Rpsea1'eh. F、arme1'sand Scientists Finding Ways to Grow 1¥101'e ドaba

Be日nメ inEgypt and Sudan. Highlights of the 1ドAD/ICAHDANile Valley 

Project 1979-1985. 48pp 

• FABIS (Faba Bean Info1'mation Senicel Newsletter No.l1. Ap1'il1985. ICARDA 

• Lens N ewsletter， voL 11， '.;0.2， 1984 l 'rj: 2 [rJJ) 43pp 

ソラマメ， ヒラマメ(レンス、マメ)のそれぞれに専用雑誌を1'1]1J'している。総説，研究報
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百ま喜多 そ ーコミをのせている P

(ミコミト γケター ;フヲーミン苧、システム

ーコえさ二本)，子、

AHりやひれむnthc、 n_

!lノ夕、

参 CHISPHぞおでをおう !¥lanuaL SeどVlces守(1 

Statjsticeミi

DD. ¥)7イ

毎 Pre~schedul手話

必ず

ぷ勺分。

i :;，、寸、 j 、へ -仲?ザレヲ
(~ ¥i ノー/こ，"， 守閣ホミ三

Se設言。n.Pasturc， 

-， !，> 

EトSεbae1¥hm念式 .¥1oh呉市合会 H. Ib1'設 人li

;くぞtata.1984. Thぞ Hole of lC1¥HDA i芯 トJ

Rese没1'c11 in Wア告stAsia and N orth Af1'iむ設

Confeγence on Resぞa1'chラ FAむと

CSRAAR)と Nov. 24-27， 1 

場 Sarnilも El~ScbHe Ahmば恭 1 On-f，げm Researcれ

new f1'om 1'es告arche1'sto fa1'me1's. 

たもの。 (タイブ報!?

• ICARDA Guidふ NoJ-Pe1'i odicals ラ

f]録‘ S.Duttaの序文によると. この コレクションは

にあった

うo 1 (タイプ将司)

{ヤイ

:ヤイ

設れd qu官民

i二提出し

怠 の

Lands 

;こi望者してL、るとい

ぺCARDALib1'ary Bulletin， 1985併収康し accessions)とICARD入

の研究者が必要と考えられる図書の自録(BookalerU 

定がのせてある。 16pp(タイプ制)

シンポジウ

。Cu1'1'entAwareness， :10.21， 1985. Librarv and Documentation Unit咽 ICARDAの研

究対象にしている作物別文献名リストで?ソースは新着雑 rJCurrent Contents， 

AGRINDEX， Bibliography of Agricultureで、ある。 21pp(タイプ席1])

者五!latar，A.， L. Morsi and A Osman. 1984. Wheat productivity under rainfed 

agricultur官 asrelated to soil， precipitation and management vari及blesin 

Syria司 TheArab Center for the studies of Arid Zones & Lands， Damascus 

(本警は現在ICARDAのSoilScientist D1'. A. Mata1'から入手したもので， シリア中西部

の現地踊場試験で得られた小麦の収量と雨量(， 土壌，施肥，除草，品種等との関係を調べたもの

である。試験の結果のみならず，シリアの小麦栽培をめぐる立地条件の記述としても有益である。)
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写真3 IしRIの?離から畏たワーゲエニンゲンぬ
醗究所群

写真4 IACの海外派遣希望者リストを示
す Ooster臨時裏目所長
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写真5 王立熱帯主斉史研什号待
Zaana翁m) 年建築)

写真S カイロ，ナイルJIIの朝 写真9 畜力揚水機(ナイル，
デルタ)
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写真11 米作機械住センターとJICAチーふり
問中孝幸氏〔

写真12 エジプト農業雀と安村遺言宣農務宮
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主主翼20 IしRAD研究棟

写真21 トリパノゾーマ病を媒介するツェツェ蝿の銅
膏，人物の右手の下にある蝿の入った縮かご

を5患の茸のよにのせ網ごしに吸I拐させる
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写真23 ナイロビ北方のビューポイントからリフトパ
レーを望む

写真24 KARIのま蛮， Majisu所長(中央)， Ngundo 
観所長(窓端)と共jこ
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内務ugiJ襲

ナイロピ菌立公菌
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ICAF奇D

マメ類種子の選別多題装作業予

iCARDAからr.Fjfr東 e北アフリ

り出される
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